
新旧対照表 
〇構造改革特別区域計画（本体） 
 
４ 構造改革特別区域の特性 

変更前 変更後 
（１）~（３）省略 
（４）産業 
 平成 17 年国勢調査時の就業人口は

26,096人で、産業別では、第１次産業が

20％、第２次産業が 27％、第３次産業が

53％となっている。かつては、米麦生産・

養蚕・酪農といった第１次産業が盛んで

あったが、近年では、観光、レジャー産

業を中心とする第３次産業が増加傾向に

ある。 

農業では従事者の高齢化による農業離れ

が顕著に現れ、農業後継者となるべき次

世代は他産業へ流出し、世代交代が出来

ない状況にある。このため、中山間地域

を中心に遊休農地・耕作放棄地が増加傾

向にある。遊休農地・耕作放棄地の存在

する土地の特徴は、①標高が高い、②狭

隘で急傾斜地である、③山・谷沿いで鳥

獣被害が多い、④前桑園が多い等が挙げ

られる。農業センサス 2005年調査では、

経営農地 3,362 ヘクタール中の耕作放棄

地は 475 ヘクタール、14.1％にも及んで

いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（４）産業 

 平成 17 年国勢調査時の就業人口は

26,096人で、産業別では、第１次産業が

20％、第２次産業が 27％、第３次産業が

53％となっている。かつては、米麦生産・

養蚕・酪農といった第１次産業が盛んで

あったが、近年では、観光、レジャー産

業を中心とする第３次産業が増加傾向に

ある。 

（５）農業 

 北杜市は、八ヶ岳や南アルプスなどに

囲まれ、清らかで豊富な水資源や長い日

照時間など、豊かな自然と資源に恵まれ

ており、自然環境を活かした農業が盛ん

な地域である。このような環境を活かし、

県内で最大の水田面積を有する水稲を主

作物とする地域となっているが、従事者

の高齢化による農業離れが顕著に現れ、

農業後継者となるべき次世代は他産業へ

流出し、世代交代が出来ない状況にある。

このため、中山間地域を中心に遊休農

地・耕作放棄地が増加傾向にある。遊休

農地・耕作放棄地の存在する土地の特徴

は、①標高が高い、②狭隘で急傾斜地で

ある、③山・谷沿いで鳥獣被害が多い、

④前桑園が多い等が挙げられる。農業セ

ンサス 2005年調査では、経営農地 3,362

ヘクタール中の耕作放棄地は 475ヘクタ

ール、14.1％にも及んでいる。果樹にお

いては、標高差が大きいという地域特性

を活かす中で、地域に適応した作物の生

産によるブランド力の強化を図ってい



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）規制の特例措置を講じる必要性 
 北杜市には、目玉となる農産加工品が

無く、今後農業を活性化させるために、

る。ぶどうにおいては、市内で生産され

る果樹で最も面積が大きい果樹となって

おり、特に醸造用ぶどうは醸造会社から

の需要が高く、契約栽培や企業参入など

により、広く生産がされており、安定的

な出荷の促進、産地育成を図っている。

うめにおいては、経営体数、面積は縮小

傾向ではあるものの、継続的に生産され

ており、特に南アルプス沿いの武川町・

白州町産のうめは南アルプスの天然水育

ちとして人気を博している。りんごにお

いては、北杜市須玉町津金地区で多く生

産され、市内における経営体数が最も多

い果樹となっている。また、観光産業と

の連携により、販路の多様化を図ってい

る。さくらんぼにおいては、北杜市明野

町、高根町の観光農園を中心に生産され

ている。観光農園の来訪者は少なくとも

年間 4,000～5,000人が訪れており、都市

住民向けに直売や収穫体験等を実施し、

市内の宿泊業・飲食業への波及効果も出

ている。ブルーベリーにおいては、北杜

市長坂町を中心に生産されており、気象

条件や土壌条件を活かし、生産安定と高

品質化のため優良品種への改植等により

ブランド化を図っている。なしにおいて

は、近年新たな特産品として生産されて

きた果樹であり、日本なし、西洋なしと

もに直売や収穫体験などの観光を核とし

た生産が行われている。いちごにおいて

は、土地生産性の高い品目であり、本市

の朝夕の寒暖差を活かし、新たな産地と

して観光もぎ取り園や直売等を目的とし

た生産がされている。 
 

（６）規制の特例措置を講じる必要性 

 北杜市には、目玉となる農産加工品が

無く、今後農業を活性化させるために、



 

５ 構造改革特別区域計画の意義 

 
６ 構造改革特別区域計画の目標 

新規のオリジナリティ溢れる加工製品の

創造が急務となっている。遊休農地や耕

作放棄地を活用しての特産品開発は、農

業振興だけでなく、観光産業や商業など

複合的な地域全体の活性化につながる。 

新規のオリジナリティ溢れる加工製品の

創造が急務となっている。遊休農地や耕

作放棄地を活用しての特産品開発は、農

業振興だけでなく、観光産業や商業など

複合的な地域全体の活性化につながる。 

変更前 変更後 
低迷する農業の振興のためには、今後

本格的な地産地消の実現による高品質で

魅力的な特産品の創造をすることが必要

である。北杜市内に点在する、良質なワ

イン用ぶどうやうめを活用した少量生産

の地域ブランド製品を製造することが可

能になると、農業経営規模の拡大や新規

農業参入者の増加、遊休農地の減少へと

つながり、衰退しつつある農業への歯止

めとなる。 
 
 
特産品ワインの製造は、それを求める

都市生活者と地域住民との交流を促進

し、新たな雇用の増大、観光等の副次的

な産業への広がりにも期待がもてる。 
 

低迷する農業の振興のためには、今後

本格的な地産地消の実現による高品質で

魅力的な特産品の創造をすることが必要

である。北杜市内に点在する、良質な果

実酒、リキュール用ぶどう、うめ、りん

ご、ブルーベリー、さくらんぼ、なし（日

本なし、西洋なし）又はいちごを活用し

た少量生産の地域ブランド製品を製造す

ることが可能になると、農業経営規模の

拡大や新規農業参入者の増加、遊休農地

の減少へとつながり、衰退しつつある農

業への歯止めとなる。 
特産品果実酒又はリキュールの製造

は、それを求める都市生活者と地域住民

との交流を促進し、新たな雇用の増大、

観光等の副次的な産業への広がりにも期

待がもてる。 

変更前 変更後 
特例措置を活用することにより、北杜

市が指定する特産物（ぶどうやうめ又は

これらに準じるものとして財務省令で定

めるもの）を原料としたワインの製造が

少量でも可能になり、多種多様なワイン

の製造と、それを目的とした観光客や見

学者など、多くの交流人口の拡大を見込

むことができる。 

 

特例措置を活用することにより、北杜

市が指定する特産物（ぶどう、うめ、り

んご、ブルーベリー、さくらんぼ、なし

（日本なし、西洋なし）、いちご又はこれ

らに準じるものとして財務省令で定める

ものに限る。）を原料とした果実酒又はリ

キュールの製造が少量でも可能になり、

多種多様な果実酒又はリキュールの製造

と、それを目的とした観光客や見学者な



 
 
７ 構造改革特別区域計画の実施が構造改革特別区域に及ぼす経済的社会的効果 

 

  

ぶどうの木は 30 年後に一番良い実を

付けるため、将来を見据えた中で、新産

業としてのワイン特産品化により地域の

活性化を目指す。 

また、ワイン関係のイベントやセミナ

ーなどを広く行い、都市生活では体験で

きない栽培体験などを盛り込み、魅力的

な事業展開を目指す。 

 

ど、多くの交流人口の拡大を見込むこと

ができる。 

 特にぶどうの木は 30 年後に一番良い

実を付けるため、将来を見据えた中で、

新産業としての果実酒又はリキュール特

産品化により地域の活性化を目指す。 

また、果実酒又はリキュール関係のイ

ベントやセミナーなどを広く行い、都市

生活では体験できない栽培体験などを盛

り込み、魅力的な事業展開を目指す。 

変更前 変更後 
（１）地域特産品ワインによる知名度ア

ップ 

 新たな地域特産品の誕生は、多くのマ

スコミでの報道が予想される。特にワイ

ンの場合は、その訴求度合いが強いため

インパクトのあるＰＲとなり、知名度ア

ップにつながる。 

また、ぶどうやうめというフルーツを

使った特産品造りは、自然環境の豊かな

北杜市にマッチし、市のイメージアップ

にもつながる。 

 

（２）都市および海外からの交流人口の

増加による地域の活性化 

交通網の発達により首都圏の日帰り客

が増加する中、地域特産品のワインを目

的として多くの観光客が北杜市に足を

運ぶ事となるため、滞在型の観光客が増

加し、繁忙期の夏期以外のシーズンに

も、地域のレジャー、飲食、宿泊関係の

サービス業等に需要が見込まれ、都市生

活者と地域住民との交流が拡大する。 

（１）地域特産品果実酒又はリキュール

による知名度アップ 

 新たな地域特産品の誕生は、多くのマ

スコミでの報道が予想される。特に果実

酒又はリキュールの場合は、その訴求度

合いが強いためインパクトのあるＰＲと

なり、知名度アップにつながる。 

 また、ぶどう、うめ、りんご、ブルー

ベリー、さくらんぼ、なし（日本なし、

西洋なし）又はいちごを使った特産品造

りは、自然環境の豊かな北杜市にマッチ

し、市のイメージアップにもつながる。 

（２）都市および海外からの交流人口の

増加による地域の活性化 

 交通網の発達により首都圏の日帰り客

が増加する中、地域特産品の果実酒又は

リキュールを目的として多くの観光客が

北杜市に足を運ぶ事となるため、滞在型

の観光客が増加し、繁忙期の夏期以外の

シーズンにも、地域のレジャー、飲食、

宿泊関係のサービス業等に需要が見込ま

れ、都市生活者と地域住民との交流が拡



 

８ 特定事業の名称 

 

 

一方、ロハスに代表されるように、豊

かさを求めた定年退職者には、田舎暮ら

しや二地域居住などへの関心が高まっ

ている。豊かな経験と感性をも付随した

これらの人々は、ワインや農業への関心

も相関して高い傾向にあり、これまでの

観光客とは少し異なる新たな交流にも

期待ができる。 

また、ワインという国際的な共通用語

を持つ加工品ならではの国際交流の推

進が期待できるため、構造改革特別区域

を活用し、少量生産でも、世界に北杜市

の地域ブランド製品を発信することが

可能となる。 

これらのことにより、遊休農地からワイ

ン用ぶどう栽培への転用が進み、地域農

業や観光事業が活性化する事となる。 

 

 

項  目 
実績 

（平成
19年度） 

目標値 
（平成
23年度） 

目標値 
（平成
25年度） 

酒造免許取

得数 
0件 1件 3件 

ワイン製造

本数 
0本 3,000本 

10,000

本 

観光客入込
み数（北杜
市、韮崎市
合計） 

7,550千

人 

7,400千

人 

7,600千

人 

※平成 19年度観光客入込み数は、「大河ドラマ」の影響によ

るもので平成 18年度の実績値は 7,218千人 

 

 

大する。 

一方、ロハスに代表されるように、豊

かさを求めた定年退職者には、田舎暮ら

しや二地域居住などへの関心が高まって

いる。豊かな経験と感性をも付随したこ

れらの人々は、果実酒又はリキュールや

農業への関心も相関して高い傾向にあ

り、これまでの観光客とは少し異なる新

たな交流にも期待ができる。 

また、ワインという国際的な共通用語

を持つ加工品ならではの国際交流の推進

が期待できるため、構造改革特別区域を

活用し、少量生産でも、世界に北杜市の

地域ブランド製品を発信することが可能

となる。 

これらのことにより、遊休農地から果実

酒又はリキュール用作物生産への転用が

進み、地域農業や観光事業が活性化する

事となる。 

 

項  目 
実績値
（令和３
年度） 

目標値 
（令和５
年度） 

目標 
（令和７
年度） 

酒造免許

取得数 
１件 ３件 ５件 

果実酒製

造本数 
3,000本 6,000本 

12,000

本 

観光客入
込み（北
杜市） 

2,087千

人 

3,184千

人 

3,900千

人 
 

変更前 変更後 
709（710） 特産酒類の製造事業 709（710、711） 特産酒類の製造事業 



〇構造改革特別区域計画（別紙） 
 
１ 特定事業の名称 

 

２ 当該規制の特例措置を受けようとする者 

 
４ 特定事業の内容 

 
５ 当該規制の特例措置の内容 

変更前 変更後 
709（710） 特産酒類の製造事業 709（710、711） 特産酒類の製造事業 

変更前 変更後 
自己の酒類の製造場において、構造改

革特別区域内で生産された地域の特産物

（ぶどう、うめ又はこれらに準じるもの

として財務省令で定めるもの。以下「特

産物」という。）を原料とした果実酒（特

産酒類）を製造しようとする者 

自己の酒類の製造場において、構造改

革特別区域内で生産された地域の特産物

（ぶどう、うめ、りんご、ブルーベリー、

さくらんぼ、なし（日本なし、西洋なし）、

いちご又はこれらに準じるものとして財

務省令で定めるものに限る。以下「特産

物」という。）を原料とした果実酒又はリ

キュール（特産酒類）を製造しようとす

る者 

（４）事業により実現される行為や整備

される施設 
上記２に記載の者が、果実酒の提供・

販売を通じて地域の活性化を図るために

果実酒を製造する。 

（４）事業により実現される行為や整備

される施設 
上記２に記載の者が、果実酒又はリキ

ュールの提供・販売を通じて地域の活性

化を図るために果実酒又はリキュールを

製造する。 

変更前 変更後 
当該規制の特例措置により、構造改革

特別区域内において、本市が指定する特

産物を原材料とした果実酒を製造しよう

とする場合には、酒類製造免許に係る最

低製造数量基準（６キロリットル）が２

キロリットルに引き下げられ、より小規

模な主体も酒類製造免許を受けることが

可能となる。 
 

当該規制の特例措置により、構造改革

特別区域内において、本市が指定する特

産物を原材料とした果実酒又はリキュー

ルを製造しようとする場合には、酒類製

造免許に係る最低製造数量基準（６キロ

リットル）が、果実酒については２キロ

リットル、リキュールについては１キロ

リットルに引き下げられ、より小規模な

主体も酒類製造免許を受けることが可能



 

 
果実酒の製造により、北杜市の観光資

源として農村地域の活性化につながると

いう観点から、当該特例措置の適用は必

要不可欠であると考える。 
 
なお、当該特例措置により酒類製造免

許を受けた場合、酒税の納税義務者とし

て必要な申告納税や各種記帳義務が発生

し、税務当局の検査及び調査の対象とさ

れる。 
 市は無免許製造を防止するために制度

内容の広報に努めるとともに、酒税法の

規定に違反しないよう、指導及び支援を

行う。 

となる。 
果実酒又はリキュールの製造により、

北杜市の観光資源として農村地域の活性

化につながるという観点から、当該特例

措置の適用は必要不可欠であると考え

る。 
なお、当該特例措置により酒類製造免

許を受けた場合、酒税の納税義務者とし

て必要な申告・納税や各種記帳義務が発

生し、税務当局の検査及び調査の対象と

される。 
 市は無免許製造を防止するために制度

内容の広報に努めるとともに、特産酒類

に係る製造免許を受けた者が酒税法の規

定に違反しないよう、指導及び支援を行

う。 




